
No.

　1ラウンド

　本日の作業の危険ポイント

No.

　2ラウンド

　本日の行動目標

ﾍﾙﾒｯﾄ 皮手袋 ﾏｽｸ 安全帯
保護
ﾒｶﾞﾈ

必要
資格

ﾍﾙﾒｯﾄ 皮手袋 ﾏｽｸ 安全帯
保護
ﾒｶﾞﾈ

必要
資格

ﾍﾙﾒｯﾄ 皮手袋 ﾏｽｸ 安全帯
保護
ﾒｶﾞﾈ

必要
資格

ﾍﾙﾒｯﾄ 皮手袋 ﾏｽｸ 安全帯
保護
ﾒｶﾞﾈ

必要
資格

ﾍﾙﾒｯﾄ 皮手袋 ﾏｽｸ 安全帯
保護
ﾒｶﾞﾈ

必要
資格

ﾍﾙﾒｯﾄ 皮手袋 ﾏｽｸ 安全帯
保護
ﾒｶﾞﾈ

必要
資格

ﾍﾙﾒｯﾄ 皮手袋 ﾏｽｸ 安全帯
保護
ﾒｶﾞﾈ

必要
資格

ﾍﾙﾒｯﾄ 皮手袋 ﾏｽｸ 安全帯
保護
ﾒｶﾞﾈ

必要
資格

体調　（　良い　　　普通　　　悪い ） 体調　（　良い　　　普通　　　悪い ） 体調　（　良い　　　普通　　　悪い ） 体調　（　良い　　　普通　　　悪い ）

安 全 一 口 メ モ
（元請への要望その他）

体調　（　良い　　　普通　　　悪い ） 体調　（　良い　　　普通　　　悪い ） 体調　（　良い　　　普通　　　悪い ） 体調　（　良い　　　普通　　　悪い ）

署名 署名 署名 署名

作 業 者 確　認
①各自作業内容に適した保護具に〇をし、
当該作業に必要資格の保有確認のうえ〇をする
②各自サインのうえ、体調に○する

署名　　黒部太郎 署名　黒部次郎 署名 署名

追① ダンプ積み荷の確認をする。指さし呼称
追加・変更

（どのように作業すれば危険を低減できるか）
追②

（どのように作業すれば危険を低減できるか）
③ 1 1 1

② 電動工具使用時は、革手袋を使用する 2 1 2 ◎

① 重機作業半径内は作業員を立ち入らせない 1 1 1

危険性・有害性の対策（だから私達はこうします） 可能性 重大性 リスクレベル 重点◎

◎

追加・変更
（作業の手順の危険な作業を評価する）

追① ダンプ積み込み時、積み方が悪くて積み荷が落下して人に当たる

追②

（作業の手順より本日の危険な作業を評価する）
③ 2 3 6

② 電動工具を使用して作業をしている時、回転部に軍手が巻き込まれ怪我をする 2 4 4

① 重機旋回内に作業員が入りｺﾝｸﾘｰﾄガラが落下して怪我をする 1 3 3

本日の作業内容 第二工区（解体ｴﾘｱ４）西側躯体解体

追加・変更作業 ダンプによるに仮設材運搬

予測される危険性（今日の作業はココが危ない） 可能性 重大性 リスクレベル 重点◎

様式D-09（Ａ４横）

　　　　　　　７　月　　２０　日
危 険 予 知 活 動 日 報　　

元請確認（危険予知、保護具、体調等）

会　　  社  　　名 黒部工業㈱ 職長名 黒部　太郎 作業員数　　　　３　　　名

①の危険性に対して
①の対策を記入する。

○○○をして○○○をする。と具体的に記入する。
職長が考えるのではなく、作業する人が考える。

何をすれば危険度が無くな
るか、記入する。

ＫＹＫに参加した人は各
自サインをする。

保護具の確認と体調の

確認に〇をつける

リスクレベルの高いもの
を重点とし、◎を付ける

追加の危険性に対して
追加の対策を記入する。

制定日：2005.07.07
改定日：2019.05.01



No.

　1ラウンド

　本日の作業の危険ポイント

No.

　2ラウンド

　本日の行動目標

ﾍﾙﾒｯﾄ 皮手袋 ﾏｽｸ 安全帯
保護
ﾒｶﾞﾈ

必要
資格

ﾍﾙﾒｯﾄ 皮手袋 ﾏｽｸ 安全帯
保護
ﾒｶﾞﾈ

必要
資格

ﾍﾙﾒｯﾄ 皮手袋 ﾏｽｸ 安全帯
保護
ﾒｶﾞﾈ

必要
資格

ﾍﾙﾒｯﾄ 皮手袋 ﾏｽｸ 安全帯
保護
ﾒｶﾞﾈ

必要
資格

ﾍﾙﾒｯﾄ 皮手袋 ﾏｽｸ 安全帯
保護
ﾒｶﾞﾈ

必要
資格

ﾍﾙﾒｯﾄ 皮手袋 ﾏｽｸ 安全帯
保護
ﾒｶﾞﾈ

必要
資格

ﾍﾙﾒｯﾄ 皮手袋 ﾏｽｸ 安全帯
保護
ﾒｶﾞﾈ

必要
資格

ﾍﾙﾒｯﾄ 皮手袋 ﾏｽｸ 安全帯
保護
ﾒｶﾞﾈ

必要
資格

重大性 リスクレベル 重点◎

危 険 予 知 活 動 日 報　　

可能性 重大性 リスクレベル

署名

危険性・有害性の対策（だから私達はこうします） 可能性

体調　（　良い　　　普通　　　悪い ）

署名

体調　（　良い　　　普通　　　悪い ）

署名

体調　（　良い　　　普通　　　悪い ）

署名

体調　（　良い　　　普通　　　悪い ）

署名

体調　（　良い　　　普通　　　悪い ）

署名

体調　（　良い　　　普通　　　悪い ）

署名

体調　（　良い　　　普通　　　悪い ）

（どのように作業すれば危険を低減できるか）
③

追②

追②

追①
追加・変更

（どのように作業すれば危険を低減できるか）

追加・変更
（作業の手順の危険な作業を評価する）

安 全 一 口 メ モ
（元請への要望その他）

作 業 者 確　認
①各自作業内容に適した保護具に〇をし、
当該作業に必要資格の保有確認のうえ〇をする
②各自サインのうえ、体調に○する

体調　（　良い　　　普通　　　悪い ）

署名

（作業の手順より本日の危険な作業を評価する）
③

①

②

追①

①

②

追加・変更作業

予測される危険性（今日の作業はココが危ない） 重点◎

様式D-09（Ａ４横）

　　　　　　　　月　　　　　日

会　　  社  　　名

元請確認（危険予知、保護具、体調等）

職長名

本日の作業内容

作業員数　　　　　　　　　名

制定日：2005.07.07
改定日：2019.05.01



災害の「可能性（度合）」の見積基準

災害の可能性（度合） 可能性（度合）の判断基準 数　　値

　ほとんど起こらない 　5年に一回程度発生する 1

　たまたま起こる 　1年に1回程度発生する 2

　かなり起こる 　6ヶ月に1回程度発生する 3

災害の「重大性（重篤度）」の見積基準

災害の重大性（重篤度） 重大性（重篤度）の判断基準 数　　値

　軽　　微 　不休災害 1

　重　　大 　休業災害 2

　極めて重大 　死亡及び障害を伴う災害 3



重大性（重篤度）　 軽　　微　１ 重　　大　２ 極めて重大　３

　可能性（度合） （不休災害） （休業災害） （死亡・障害）

　1×1＝1 　2×1＝2 　3×1＝3

　レベル 　レベル 　レベル

　1×2＝2 　2×2＝4 　3×2＝6

　レベル 　レベル 　レベル

　1×3＝3 　2×3＝6 　3×3＝9

　レベル 　レベル 　レベル

見積り基準を基にしたリスクの見積り

　ほとんど起こらない　１

　（5年に1回程度）

　たまに起こる　２

　（1年に1回程度）

　かなり起こる　３

　（6ヶ月に1回程度）

2 4 6

3

1 2 3

6 9



リスクレベル 優先度（低減対策検討基準）

　即座に他の方法に回避する必要がある

　抜本的な措置を早急に実施する必要がある

　可能性、重大性どちらかの計画的改善が必要

　可能性、重大性どちらかの改善が必要

　なんらかの改善が必要

　対策の必要はない

リスクレベルと優先度（低減対策検討基準）

9

6

3

2

1

4


